
 

 

基本的信頼感は、どうしたら育つのか？ 

 

もう３０年あまり前のことですが、ヨーローパのいくつかの乳児院である実験が行われました。

それは、赤ちゃんが夜中に泣き出した時に、授乳をするのがよいか、わるいか、ということです。

今日においては、「泣けばミルク」は、あたりまえですが、その頃は「乳児といえども、現実を知

るべきで、過剰な保護をすべきではない。そんな現実を早くから身につけることが自立につなが

る」ということを主張する学者もいたということで、結局、子どもたちを無作為に２つに分けて、

ミルクをほしがった赤ちゃんに、深夜に授乳することにしたチームと、望んでも与えない群とに

分けて、その後その２チームに分けた子達がどうなっていったか追跡していったそうです。  

ミルクを一貫して与えないでおくと、ほとんどの子は一週間前後で泣かなくなったそうです。

やったりやらなかったりすれば別ですが、一貫するとは、そういうことなのだそうです。  

ところで、翌日の朝まで、泣かないで待てるようになった赤ちゃんは、どうなったでしょう？

とても忍耐強く、また、現実認識ができるようになったかというと、全く逆で、ギブアップしや

すい子、すぐに努力を放棄する子になってきたそうです。つまり、困難にぶつかった時に、簡単

に投げ出す子になってしまったということです。そして同時に、周囲の人に対する漠然とした不

信感と、自分自身に対する無力感（どうせ・・・したってダメなんや）を身につけてしまってい

た、ということです。  

小さい時に、せいいっぱい泣いて、望んだとおりに十分してもらえた子どもの方が、人を信じ

る力と、自分を信じる力とを同時に豊かに身につける・・・つまり、人を信じる力と、自分を信

じる力を身につける、ということがわかりました。（エリクソンとの散歩より）  

「何でこんなにわがままなんや、言いなりになっていていいいのか？」と、小さい子を持つお

母さんは、本当に日々葛藤のくりかえしです。子どもの要求を聞き入れて、何だか負けたように

なったりして、イライラすることも多いのではないでしょうか？しかし、泣いて、要求し、それ

が叶えられて子どもは大人を信頼し、自分の力を信じることができるようになるのですから、ま

ずは、「この子はすごい要求する力を持っている子だ！」「私はいい関わり方をしているんだわ」

と、受け取ることが第一です。「わがまま」と大人が思う子ほど、生命力が強いので、本当は喜ば

ないといけませんね。  

その上で、おもちゃを買うのを待たせたり、いただきますまで待たせたり・・・と、少しずつ

必要な調整力を身につけていきましょう。生命力にあふれた子どもは、親の思いどおりになんて

いくものではありません。思いどおりにならないことが普通なのです。そして、思いどおりにな

らないことが私達、親に、親としての力量をつけてくれるのだと受け止めたいですね。 


